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プロジェクトについて

グラフィックデザイン演習 III　「神保町周辺活性化デザイン計画 2018」
共立女子大学家政学部　建築・デザイン学科　デザインコース
担当教員：林田廣伸、田中裕子　担当助手：村瀬彩奈　デザインコース４年学生 27 名

　共立女子大学の家政学部建築・デザイン学科に設けられ

ているデザインコースは、主にプロダクトデザインとグラ

フィックデザインの研究分野で構成されており、豊かで高

度な「知と女性らしさの溢れる感性」を養うことを目標

に、日々研究・教育が行われています。本稿では、「神保

町周辺活性化デザイン計画 2018 プロジェクト」と銘打ち、

本デザインコースの学生が取り組んだ実践学習について、

その過程と成果をご紹介します。

　さて、この実践学習ですが、はじめにその発端となって

いる学生の教育カリキュラムにふれたいと思います。本デ

ザインコースでは、１年次から３年次までに、デザインを

学ぶための周辺基礎知識からはじまり、実践的な専門分野

へと順次取り組んでいきます。そして、総仕上げとなる４

年次には、設定されたテーマに基づいて企画・実施した市

場調査を行い、その解決策としてデザイン提案を行う演習

に取り組みます。

　4 年次配当の 「グラフィックデザイン演習 III」 は、 グ

ラフィックデザイン演習の総仕上げの授業です。本年度

は、その演習テーマに「神保町周辺活性化デザイン計画

2018」を掲げ、4 月から 7 月末までの計 15 回にわたり

演習授業を行いました。履修生は６つのチームに別れ（計

27 名、1 チーム 4 〜 5 名。）、全体を統括するプロデュー

サーをはじめ、ロゴやシンボルマークなどのアイテムのデ

ザインや、ポスターといった各媒体のデザインなど、それ

ぞれに役割を担いチームで作品制作を行いました。チーム

という演習形態は、卒業後の社会生活で必要となる様々な

経験と知見を養う狙いもあります。

　本年度の 6 チームは、それぞれ次に挙げる個別テーマ

に取組みました。いずれのチームも、はじめに市場調査と

してチームで神保町および個別テーマについて歴史研究、

また実地見学による立地・環境の調査を行い、神保町周辺

の理解を深め、そこから見出した課題に対してチーム独自

に戦略・コンセプトを固めて行きました。根底にある大き

な戦略ラインは、「遊び・夢・ロマンの心、神保町」です。

　複数回のプレゼンテーションやチームの中での意見交

換、教員の指導を通じて、ロゴ・シンボル（キャラクター）・

キービジュアルが次第にブラッシュアップされていきま

す。そして、最終日には学生チームによる最終プレゼンテー

ションが行われ、古書店・新刊書店・出版社・スポーツ店・

飲食店・メディア媒体・金融機関等、神保町およびその周

辺で事業を営む企業経営者、大学関係者、千代田区役所の

方々など、およそ 52 名の方々にご臨席いただきました。

そして、各デザイン計画について活発なご意見・ご感想を

いただき、大変有意義な発表会となりました。

＜学生が取り組む 6 つのテーマ＞
神保町周辺活性化デザイン計画 2018 プロジェクト

1. 神保町マンホールのフタ・プロジェクト
2. 本・楽器・スポーツ大バザール会・プロジェクト
3. アマゾンをぶっとばせ！新刊書店・プロジェクト
4. 神保町無名路地開発・プロジェクト
5. 神田古書店連盟のれん・プロジェクト
6. 神保町グルメかるた・プロジェクト

＜戦略ライン＞
遊び・夢・ロマンの心、神保町

回 月日 課題 内容・課程 備考
1 4/13 ブリーフィング ( この演習の目的 ) 

神保町の把握 ( 地域を知る ) 
学生が取組む 6 つのテーマ 
1. 神保町マンホールのフタ・プロジェクト
2. 本・楽器・スポーツ大バザール会・プロジェクト
3. アマゾンをぶっとばせ！新刊書店・プロジェクト
4. 神保町無名路地開発・プロジェクト
5. 神田古書店連盟のれん・プロジェクト
6. 神保町グルメかるた・プロジェクト

の各デーマをグループで選択する。

演習方針解説 
神保町活性化デザイン計画プロジェクト 
チーム分け/1チーム 4 〜５名で構成 
チームリーダー ( プロデューサー )
ロゴ・シンボルマークデザイナー 
ポスターデザイナー 
シンボル ( キャラクター ) デザイナー 
イベントデザイナー
Web デザイナー
4 〜５名 ×6 チーム =27 名

シラバス配布 
役割を分担

2 4/20 神保町研究
1. 神保町の歴史 
2. 各テーマの探求 ( 立地と環境の把握 )

チーム単位による研究 印刷物やネット上の資料収集。
その後、書類として作成。

3 4/27 実地調査 各テーマの探求 ( 立地と環境の把握 ) チーム単位による調査
調査方法の研究

印刷物やネット上の資料収集。
その後、書類として作成。

4 5/11 実地調査発表 各チームで発表して、情報を全員がシェアする。スケッチや書類による発表

5 5/18 戦略・コンセプトメーキング 
4 Steps Planning Methods を使用 
キーメッセージ、キービジュアルの開発

独自の戦略・コンセプトの確立 
アイデアのラフスケッチ

スケッチや書類制作 
コンセプトの設定自体に
アイデアが必要で重要。

6 5/25 コンセプトメーキングの発表 全員がプレゼンテーション 
聴いている学生はコメントする。

スケッチや書類による発表
( 模造紙使用可 )

7 6/1 コンセプトに添ったロゴ・シンボル ( キャラクター )・
キービジュアルのアイデアスケッチ制作

各自同時並行作業 意欲あるアイデアスケッチ

8 6/8 ロゴ・シンボル ( キャラクター )・キービジュアルの
アイデアを発表

アイデアを発表 
発表の素材は限定しないが、理解してもらうに
はどうしたらいいか考える。

意欲あるアイデアスケッチ

9 6/15 ロゴ・シンボル ( キャラクター )・キービジュアル等
を有機的にそれぞれが制作

各チームで作業分担を決め、制作に入る事。 イラストレータやフォトショップ
使用

10 6/22 制作中間発表 授業見学会 全員がプレゼンテーション 
聴いている学生はコメントする。

制作物を簡易プリントして発表

11 6/29 ロゴ・シンボル ( キャラクター )・キービジュアル等
を有機的にそれぞれが制作

各チームで作業分担を決め、制作に入る事。 イラストレータやフォトショップ
使用

12 7/6 制作されたロゴ・シンボル ( キャラクターなどを
コンセプトボードにまとめる。

各チームで作業分担を決め、制作に入る事。 イラストレータやフォトショップ
使用

13 7/13
制作されたイベント、グッズ提案などをボードに
まとめる。

各チームで作業分担を決め、制作に入る事。 イラストレータやフォトショップ
使用

14 7/20

1. キービジュアル ( ポスター ) 
2. コンセプトボード
3. ロゴ・シンボル ( キャラクター ) 提案 
4. イベント提案ボード 
5. グッズ提案 ( プロトタイプ可 ) 
6. 私たちの考える神保町マップ

各チームで作業分担を決め、制作に入る事。 イラストレータやフォトショップ
使用

15 7/27
完成発表、講評会
( 千代田区役所の方々、地域の方々ご来校 )

全員がプレゼンテーション 
聴いている学生はコメントする。

プレゼンテーションの準備と
時間配分
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チームが生みだす、デザインの力。

デザインは個人制作のように思われがちだが、実はチーム制作である。

実社会においては、たとえ担当するデザイナーが 1 人であっても、それを管理する上司、

それを売り込む営業マン、そしてクライアント（依頼主）らが拘って、やっと一つの仕事が

実現する。

今回の演習では、学生は 4 人でチームを組み、6 つのチームが誕生した。チームでは、 

チームリーダー、ロゴ・シンボルデザイナー、ポスターデザイナー、キャラクターデザイナー、

イベントデザイナー、Web デザイナーなどいくつかの役割をそれぞれが担い、協議・協働

しながら進めていった。

当然、意見の違いもある。進行する上でのスピードや波長の違いもあったろう。学生は 

これらを越えて、テーマとなっている課題をデザインという手段で解決しなければならない。

そして、それが神保町という地域の活性化に役立つ内容でなければならないわけだ。 

これらを箇条書きにすると、

① 個人と集団−−−−−−−私とチームのあり方を学ぶ。

② 問題解決能力 ––––––– デザインを手段として、問題をあぶり出し解決する。

③ 神保町という地域 ––––––– 地域社会を知り、連帯意識を高める。

と言えようか。私たち教員も学生も、社会に機能するデザインの力を信じている。 

そのデザインの力はなかなか個人では成し得ず、人と人との豊かなコミュニケーションの 

上において初めて成り立つ。

7 月 27 日（金）の最終発表会には、多くの地域の方々にご臨席を賜り、活発で有意義な 

意見交換ができた。その事を学生諸君に実体験してもらう為に、このグラフィックデザイン

演習 III「神保町周辺活性化デザイン計画 2018」はある。
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最終発表会ゲストリスト & コメント 39

ご臨席者コメント

共立女子大学・共立女子短期大学　八王子キャンパス　公開講座
「甲州街道と神保町活性化デザイン計画の提案」において成果を発表

神保町マンホールのフタ・プロジェクト

 ⁃マンホールが身近になるようでいいと思う。オリジナルの

ストーリーを立ち上げているのも良いアイデアで、それ

ぞれのストーリに関連性があるとより良いのでは。

 ⁃「宮澤賢治とカレー」はおっかないですし、「結ばれる縁」は

夏目漱石、それぞれの作風に似せて物語が書かれていて、

デザイン共にここまでのクオリティのものはなかなか珍

しいのではと感心した。マンホール実現してほしい。

本・楽器・スポーツ大バザール会・プロジェクト

⁃⁃一番面白そうな企画だと思った。神保町にちなんだ色んな

催しができそうだなと思いました

⁃⁃３つのジャンルを１つの大バザールにするという提案に

目から鱗が落ちた。ぜひ本格化に向けてお話をさせて頂き

たいと思った。

アマゾンをぶっとばせ！新刊書店・プロジェクト

⁃⁃BOOK カウンセラーのアイデアは素晴らしいと思う。　

ぜひ真似してみたいと思った。

⁃⁃書店で一人ひとりの接客をするのはとても喜ばれるの

で、BOOK カウンセラーのアイデアは素晴らしいと思う。

神保町無名路地開発・プロジェクト

⁃⁃昔あった出来事を元に道の名前を考えているのでリアリ

ティがあり実現可能だと思う。

⁃⁃地域との繋がりが深まるので神保町子供通りフェスタと

いう案が良かった。

神田古書店連盟のれん・プロジェクト

 ⁃のれんのオレンジ色がとても映えていて、店主のイラスト

も大変かわいらしくて良いと思う。

 ⁃若い人の考える古書店のイメージを知ることができた。

のれんと共にリーフレットも大変面白い内容だった。

神保町グルメかるた・プロジェクト

⁃⁃「神保町グルメかるた」が欲しくなった。ぜひ実現したら

「かるた大会」に参加をしたい。

⁃⁃先輩達の「神保町グルメかるた」を後輩が発展させている

のがとても良いと感じた。

最終発表会
学生の神保町理解と地域貢献を目的に、グラフィックデザインを通しての中間発表会、最終提案・発表会を行いました。

当日は、古書店・新刊書店・出版社・スポーツ店・飲食店・メディア媒体・金融機関等、神保町およびその周辺で事業

を営む企業経営者、大学関係者、千代田区役所の方々など、最終提案・発表会にはおよそ 52 名の方々にご臨席いただ

きました。そして、各デザイン計画について活発なご意見・ご感想をいただき、大変有意義な発表会となりました。

日時・場所：2018 年 7 月 27 日（金）10：00 〜 12：20　共立女子大学　神田一ツ橋キャンパス　2 号館 8 階 803
ご臨席いただいた皆様（順不同）：

安野　浩史　様　　神保町一丁目町会　会長
柿内　健介　様　　神保町一丁目町会・神田一橋中学校　PTA 会長
望月　正　様　　　神保町三丁目町会　会長
大山　恵子　様　　神保町三丁目町会　副会長
三橋　一雄　様　　一神町会　会長
飯田　加世子　様　一神町会　体育部　副部長
鈴木　宏昌　様　　神西町会　会長
青野　芳久　様　　神田猿楽町町会　副会長
髙山　肇　様　　　千代田区商店街連合会　会長・(資)髙山本店　代表
稲垣　秀明　様　　靖国通り商店街連合会　会長・㈲水戸興産　社長
大橋　信夫　様　　㈱東京堂　会長・神保町ブックフェスティバル実行委員会　委員長
大橋　知広　様　　㈱東京堂　社長・神田すずらん通り商店街振興組合　理事長
三柳　鉄雄　様　　千代田区商店街連合会　事務局長
亀井　忠雄　様　　本の街・神保町を元気にする会　会長・㈱三省堂書店　社長
八木　壯一　様　　本の街・神保町を元気にする会　事務局長・㈱八木書店　会長
大野　誠　様　　　㈱三省堂書店　社長室長
佐藤　善孝　様　　㈱小学館　元社長室長
江草　貞治　様　　㈱有斐閣　社長
山本　継　様　　　㈱中央経済社ホールディングス　代表取締役・会長
中村　誠　様　　　㈱日本文芸社　社長
髙野　健次　様　　神田すずらん通り商店街振興組合　理事・㈲ｾｲﾛﾝﾃｨｰｾﾝﾀｰｼﾞｬﾊﾟﾝ　社長
今本　義子　様　　ブックハウスカフェ　店主　
奥野　誠子　様　　㈱奥野かるた店　社長
細田　良次　様　　㈱竹尾　取締役・専務執行役員
桂田　智之　様　　三井不動産ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱　神保町ｵﾌｨｽ　所長
種市　幸浩　様　　三井不動産ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱　神保町ｵﾌｨｽ　主査
佐々木　健人　様　三井不動産ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱　神保町ｵﾌｨｽ　主事
濱田　奈帆子　様　住商ビルマネージメント㈱　街づくりチーム　課長補佐　
角谷　幹夫　様　　神田スポーツ店連絡協議会　会長
三浦　洋一　様　　興産信用金庫　理事・お客様支援部　部長
小田　和夫　様　　興産信用金庫　お客様支援部　地域振興担当
内木　裕之　様　　興産信用金庫　神保町支店　支店長
梶山　秀樹　様　　城南信用金庫　九段支店　お客様応援課長
稲葉　建夫　様　　信金中央金庫　東京営業部　上席調査役
四元　俊郎　様　　東京都中小企業振興公社　事業戦略部　連携推進担当
久保　金司　様　　NPO法人　神田学会　理事
大津　美有貴　様　NPO法人　神田学会
島　智　様　　　　㈱英揮ビジネス　社長
中俣　拓哉　様　　神田カレー街活性化委員会　委員長
渡辺　達朗　様　　専修大学　教授・商学部長
飯澤　文夫　様　　明治大学　大学史資料センター　研究調査員
多賀　麻里子　様　お茶の水女子大学　文教学部人文科
奥井　裕朗　様　　千代田区　商工観光課　商工振興係　主任
小原　佳彦　様　　千代田区　ｺﾐｭﾆﾃｨ総務課　係長
橋本　怜佳　様　　千代田区　ｺﾐｭﾆﾃｨ総務課
小阿瀬　広道　様　千代田区　神保町出張所　所長
吉田　康雄　様　　千代田区観光協会　事務局長
小出　元一　様　　千代田区立千代田図書館　館長
森田　健太郎　様　千代田区立千代田図書館　ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ
樋口　万季　様　　千代田区立日比谷図書館　文化館　企画広報マネジャー
伊澤　優　様　　　まちみらい千代田　企画総務グループｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｼﾞｬｰ
進藤　正樹　様　　まちみらい千代田　企画総務グループ

2018 年 10 月 27 日、高大連携による公開講座「甲州

街道と神保町」が共立女子第二中学校高等学校（元八

王子町）で行われました。共立女子大学 家政学部 建築・

デザイン学科デザインコース 4 年生の学生が演習

授業で取組んだ「神保町活性化デザイン計画の提案」

を発表。引続き、第二高の高校生は「八王子甲州街道」

について商店街を歩いて調べた事をマップにして発表

しました。それらの取組について市役所職員、地元商店

主、大学教員、そして会場のお客様にもコメントをいた

だき、有意義な公開講座となりました。

△公開講座の様子

△公開講座チラシ
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 ⁃ 神保町無名路地開発・プロジェクト

チームメンバー：須藤里佳子、岩﨑真子、内田成美、大越真梨

「紆余曲折」。私たち無名路地開発チームの制作過程を表現するのに、この言葉がぴったりだと思います。神保町の無名路地を

どのように開発していくか、アイデアがまとまらず、何度もスタート地点に戻って考え直しました。アイデアを形にできるか

不安しかありませんでしたが、神保町の歴史にスポットを当てたことで一気に方向性が定まりました。路地には魅力と可能性が

たくさんつまっていることがわかり、これを機に活性化のきっかけになれば嬉しいです。

 ⁃ 神田古書店連盟のれん・プロジェクト

チームメンバー：盛山真李、坂本あや、増山凪帆、松田彩花

私たちが最初に掲げたコンセプトは「古書店同士を繋ぐこと」でした。しかし神保町を歩き、実際に店主さんの話を聞いたり

文献を調べていくうちに分かったのは「古書店同士の強い繋がりは既に築かれていた」ということです。その発見のおかげも

あり、制作物がよりアイデアが膨らんでいきました。第一印象だけで判断するのではなく、デザインの対象を深く研究すること

でより良い制作を行うことが出来ると改めて感じることができた課題でした。

 ⁃ 神保町グルメかるた・プロジェクト

チームメンバー：菊地智華、金子亜佑美、下村志秀、豊田明日香、松本悠伽

私たちグループは、先輩たちが制作した神保町グルメかるたを使用してのイベント案の提案ということで、既存の「かるた」

からどうアイデアを広げ、イベントを考えていくかという点で大変悩みました。その中 5 月の神保町すずらん祭に参加し、

親子を中心とした参加者の方々とかるたを行いました。この経験から得たヒントを基に、実際１０月の神保町ブックフェスティ

バルに向けた子供も大人も楽しめるイベントを提案することができました。これからの神保町活性化に繋がればと思います。

学生チームコメント

 ⁃ 神保町マンホールのフタ・プロジェクト

チームメンバー：渡部はるの、村上瑠菜、望月麻衣、森田来瑠実、山﨑結希

このチームは、最初は自らの足で神保町のマンホールを調べることから始まりました。課題を通して神保町というまちについ

て深く知れたことを良かったと思います。途中で方向性が変わったことにより周りから遅れをとり、焦ったこともありますが、

皆で分業、協力したからこそ最後まで乗り切れたのだと思います。この作品は５人の力の集大成です。自分だけでは絶対に成し

遂げられなかったことだと痛感しています。

 ⁃ 本・楽器・スポーツ大バザール会・プロジェクト

チームメンバー：中島水輝、大岡紗奈、小林千紗、山谷梨紗

神保町のバザーの歴史等を調べていくうちに、神保町の歴史に触れ、その歴史を守っていきたいと強く思う様になりました。

どうすれば守れるのか、どのように活性化していけばいいのかなど、グループで考えて答えを導き出していこうと意見をぶつ

けたり相談しあって制作を進めていきました。この４年間で学んだグラフィックデザインの良い集大成になったと思います。

 ⁃ アマゾンをぶっとばせ！新刊書店・プロジェクト

チームメンバー：宮川結花、鈴木若奈、小澤麻帆、八木玲樹、玉田晶子

今回、このプロジェクトを取り組むにあたって、神保町にある新刊書店３店舗にアンケート・インタビュー調査を行うところ

から始めました。この授業を通して、実際に事業を実行する楽しさと難しさを学べたと共に、神保町の街全体の活性化について

考えるいい機会になりました。そして、本の街として知られる神保町の新刊書店を盛り上げるプロジェクトにチームのみんなと

取り組めた事を嬉しく思います。
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共立女子大生が作った「神保町グルメかるた」完成 !! 数々のイベントを開催 ! イベント① 「神保町グルメかるた」完成記念福引会　＜ 2018 年 3 月 31 日（土）＞

今回、学生が制作・提案を行なった「神保町グルメ

かるた」が地域のご協力・ご協賛により製品化致しま

した。

「神保町グルメかるた」は、「神保町周辺活性化デザイン

計画 2017」のデザインプロジェクトの一つとして、

神保町周辺の個人飲食店を更に盛り上げ、チェーン店

では味わえない個人店ならではの味を伝えることを

目的に、デザインコース学生がデザイン開発しました。

共立女子大生選んだ「神保町グルメ店」を題材にデザインした「神保町グルメかるた」によって、かるたを活用したイベ

ントを行うことで、より多くの方に、庶民的で美味しいお店がたくさんある神保町にお出でいただき、飲食をしていただく

ことで本の街・神保町の一層の賑わいを創出していくことを目指しています。１年間で４回のイベントを開催し、お子さん

から大人まで多くの方にお手に取っていただきました。その内容をこちらでご紹介致します。

かるたがまちづくりに貢献するポイント

● 神保町で慣れ親しまれてきた味をかるたが記録し、世代を超えて伝える役割となります。 

● 子供から大人まで、かるた遊びを通して楽しく神保町のグルメを知り、神保町に関心を持つきっかけとなります。

● かるたに付属する「神保町グルメぐり MAP」で神保町の街を楽しみながら回遊する方を増やすことで、より地域に　　

　 根ざした活性化が期待できます。

共立女子大生がつくった「神保町グルメかるた」限定

1,500 部の完成記念イベントとして、2018 年 3 月

31 日に神保町交差点岩波ビル前で「完成記念福引会」を

行いました。（チャンス１）。かるたの他、神保町なら

ではの豪華景品が用意され、さらに、共立女子大生が

選んだ「神保町グルメ店」44 店の中からお好きな

1 店で飲食すると、「神保町グルメかるた」が貰える

（チャンス 2）イベントも同時開催し、多くの方に

ご来場いただきました。

△神保町グルメかるた　図柄

△完成記念福引会の様子
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△イベントチラシ（裏面）△イベントチラシ（表面）
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イベント② 共立女子大生とかるた勝負！　＜ 2018 年 5 月２６日（土）＞
５月２６日（土）「神田すずらんまつり」にて共立女子大生が作った『神保町グルメかるた』をかけて、共立女子大生と

のかるた勝負イベントが行なわれました。限定５０回勝負のみで、勝利した方には「神保町グルメかるた」をプレゼント

しました。

△イベントの様子

△子供の部 △大人の部

△チラシ（裏面）△チラシ（表面）

◁イベントチラシ（裏面）

◁イベントチラシ（表面）

イベント④ 「神保町グルメかるた」かるた大会　＜ 2018 年 10 月 28 日（日）＞
10 月 28 日（日）「神保町ブックフェスティバル」にて『神保町グルメかるた大会』を行いました。このイベントは

「神保町周辺活性化デザイン計画 2018」の神保町グルメかるたプロジェクトチームが企画・運営を行い、神保町グルメ

かるたイベントの集大成として催されました。子供の部と大人の部に分かれ、「神保町ならではの景品」をかけて真剣

勝負が繰り広げられました。参加者全員に「神保町グルメかるた」が配布され、これにて１年間におけるかるたの配布

イベントが終了しました。

※『神保町グルメかるた』の著作権は、共立女子大学⁃家政学部⁃建築・デザイン学科⁃グラフィック・デザイン分野に帰属します。

イベント② 「神保町グルメかるた」スタンプラリー　＜ 2018 年４月＞

２０１８年 4 月 2 日（月）〜 4 月２８日（土）

の間に、共立女子大生が選んだ「神保町

グルメ店」４４店のいずれかで 5 回以上

（同一店でも可）飲食された方に、共立女子

大生が作った「神保町グルメかるた」を差し

上げました。
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46 あとがき

教員あとがき

林田廣伸（共立女子大学 家政学部 建築・デザイン学科 教授）

授業は「ライブ」だと思います。

特に演習科目は、教員と学生の「双方向ライブ」だと思います。

ですから授業は毎年同じ事をやっているようで、毎年違います。

正確に言うと毎回違うのです。

授業の最高の時は、教員のノリと学生のノリが一致した時です。

これは文章だけのシラバス（講義の要点・講義の到達目標）では

決して表す事は出来ません。

建築・デザイン学科の多くの演習はこの「双方向ライブ」を行っています。

そしてデザインコース 4 年次の「グラフィックデザイン演習 III」は

「理想的双方向ライブ」の可能性を秘めています。

巣立って行った学生たちが、何年か後に「いっぱい苦難があったけど、

最高に楽しい授業だった。」と思ってくれる事を願ってやみません。

田中裕子（共立女子大学 家政学部 建築・デザイン学科 准教授）

今回の演習では、学外の方に発表を行うなど外部との接点を設ける事で、

学生側も緊張感、達成感が高まり、一層密度の濃い授業となりました。

学生はチームワークで制作を進める難しさや喜びを知るとともに、

神保町への知識や理解を深めることで、学生生活を送った

この神保町への愛着は大きくなったことでしょう。

本デザインコースでは、これからも地域・社会との連携を深め、

デザインを通して学生の柔軟な発想を発信することで、周辺の活性化に

役立つことができるよう、取り組みを続けていきたいと思います。

神保町周辺活性化デザイン計画 2018
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